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令和 5年 12月 19日 にご提出いただいた陳情書について、別紙のとおり回答します。

担当

学校支援 0地域連携課 須山 。高橋
TEL: 045-671-3278

e―mail :ky―chiikirenkei@city.yokohama.jp



No 質問 回答

①
峯小コミハ閉鎖検討から今までの経

緯の詳しい説明をすること
経緯については別紙資料を御参照ください。

②

次回開催予定の説明会 (令和 6年 1

月を希望する)で、代替施設の候補
を示すこと

帷子小学校に峯小学校コミュニティハウスと概ね同

程度の機能のコミュニティハウスを整備する方向で、

調整を進めていることを説明します。

③

峯小と峯小コミハを共存させるこ

と、もしくは、令和 6年 1月 末まで

に代替施設を決定すること

帷子小学校に峯小学校コミュニティハウスと概ね同

程度の機能のコミュニティハウスを整備する方向で、

調整を進めています。
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検討を始めたのは令和 4年度末との

ことだが、近隣地域に情報が伝わら

なかったのは何故なのか。

令和 4年 9月 に公表した令和 4年度義務教育人口推

計にて、1峯小学校の令和 7年度からの教室不足が判明

し、そこから検討を始めていました。対応策として、

通学区域変更やプレハブ校舎の設置を検討しました

が、どちらも難しい事情があり、峯小学校コミュニ

ティハウスを教室化せぎるを得ないとの結論に至りま

した。

令和 5年 2月 に、地域の自治会長やPTA、 学校関係

者等で構成されている宮田中学校ブロック学校運営協

議会から、峯小学校の教室不足に関する要望をいただ

いていたことから、その後の検討の経過については、.

令和 5年 6月及び 9月 に開催された学校運営協議会に

て報告を行っていました。

一方で、峯小学校コミュニティハウス利用者の皆様

に対して、峯小学校コミュニティハウスの教室化につ

いてお伝えする際には、移転先もあわせてお伝えすべ

きだと考えていたため、関係各所と調整を進めていま

したが、移転先が決まらない状況が続いていました。

最終的に、移転先が決まっていない状況でしたが、こ

れ以上説明を遅らせることはできないと考え、令和 5

年11月 に利用者の皆様に対して説明会を開催すること

に至りました。
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峯小コミハ閉館決定前に、利用者ヘ

のヒアリングが無かったのは何故な

のか。

峯小学校コミュニティハウスの閉館にあたっては、

移設先のコミュニティハウスとあわせてお伝えすると

ころ、その調整に時間がかかり、先行して峯小学校コ

ミュニティハウスの閉館についてのみお伝えしたとこ

ろです。

移設先のコミュニティハウスが決まらないことで、

利用されている皆様ヘコミハの利用希望についてのヒ

アリングをすることができず、大変申し訳ありません

でした。

3

この件が適正なプロセスで進められ

てきたのか、過程を詳 しく知 りた

い。

検討のプロセスについては別紙資料を御参照くださ

い。

②と③について

4

峯小学校と親和性の高い活動を行っ

ている利用団体については、峯小学

校内にて継続的な活動ができるよう

にすること。

峯小学校と親和性の高い活動を行っている利用団体

に対してヒアリングを行います。ヒアリングを踏ま

え、峯小学校内で継続して活動ができるよ―う検討して

いきます。

5

峯小コミハには、各種団体・地域・

NPO等、多くの利用者がおり、峯

小コミハ移設を巡って活動拠点を

失ってしまうことが危惧されてい

る。これまでの活動範囲を踏まえた

活動拠点の確保をすること:

帷子小学校に峯小コミュニティハウスと概ね同程度

の機能のコミュニティハウスを整備する方向で、調整

を進めています。
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活動場所の変更・移転にあたって

は、空白期間がないようにするこ

と。

コミュニティハウスの移転にあたっては、受け入れ

る学校におけるコミュニティハウスの整備に時間を要

するため、空白期間が発生してしまいます。申し訳ご

ざいません。

帷子小学校に整備するコミュニティハウスの利用開

始までの間、代替施設の活動場所について検討を進め

ています。

7

峯小コミハ及び新たな活動拠点の運

用と今後の方向性について利用者に

丁寧に説明を行うとともに、活動場

所の確保に努めること。

今後の方向性について、適宜説明会を開催 し、利用

者へ丁寧な説明をしていきます。また、帷子小学校に

整備するコミハの利用開始までの間、代替施設の活動

場所について検討を進めています。

8 現利用者の生活圏と離れていない。
峯小学校と同じ中学校区域内にある帷子小学校での

コミュニティハウス整備を進めています。

現コミハと同等の広さと機能があ

る。

概ね同程度の機能のコミュニティハウスを整備する

方向で、調整を進めています。
9



10
現コミハと同様に無料で使用でき

る。

移設先においてコミュニティハウスを整備する方向

で調整 しています。コミュニティハウスは無料で使用

できます。

11
閉館後すぐに中断なく現利用者の活

動ができる6

峯小学校コミュニティハウス閉館後、帷子小学校に

整備するコミュニティハウスの利用開始までの間、現

利用者の活動が中断することのないよう、活動場所の

確保を進めていきます。



別紙

峯小学校教室不足対策の検討経過等について

1 検討の経過

2 コミハ移転の判断について
。上記の検討を踏まえ、教室不足を解消し通学区域内の児童が峯小に通うためには、峯小コミ

ハの場所を改修せぎるを得ないと、教育委員会事務局が判断しました。

・峯小コミハの移転先を峯小以外の学校にする場合、移転先の学校で既に教育活動で使用して

いる教室等を改修する必要があります。教室などの学校施設の配置・運用については、学校

としての検討 。調整が必要なため、移転先を教育委員会事務局のみの判断では決定出来ず、

移転先の学校長の確認が必要となります。

時鶏 項目
■
ロ
ロ

令和 4年 9月 令和 4年度義務教育人口推計公表
・令和 7年度から峯小学校の教室不足が判明し、対応策の検討着手

通学区域変更での対応を検討
。通学区域内の現地調査
・基礎データの抽出
。通学変更の想定区域の設定及び試算

⇒・検討の結果、通学区域変更での対応となると、対象範囲が広域になること

が判明
・引き続き精査するとともに他の方策 (内部改修、プレハブ設置、コミハ

移転)についても検討
令和 5年 2月 峯小学校訪問

・教室運用状況の確認、内部改修やプレハブ設置の可能性について現地調査

⇒ 。これ以上改修可能な場所がないことが判明
・プレハブ校合の設置については、校庭が狭く学校教育環境への影響が大き

いことから困難であると認識
・コミハ移転についても引き続き検討

令和 5年 2月 宮田中学校ブロック学校運営協議会から意見書提出
。①コミハの校舎外への移転、②峯小学校学区の再編成

令和 5年 6月 宮田中学校ブロック学校運営協議会にて、意見書に対する検討経過を報告
。通学区域変更の見直しに関する試算

:引 き続きコミハ移転先を検討していく

令和 5年 9月 令和5年度義務教育人口推計公表
。昨年と変わらず、令和7年度から峯小学校の教室が不足する見込み

令和 5年 9月 宮田中学校ブロック学校運営協議会にて、意見書に対する検討経過を報告
・通学区域変更は難しいため、コミハを教室へ改修せざるを得ない
。引き続き移転先を検討するとともに、運営団体や利用者へ説明する

令和 5年 11月 利用者への説明会開催
・移転先も併せて利用者の方へ説明すべきと考え調整を進めていましたが、移

転先が決まらない状況が続き、利用者の皆様へ影響があることから、これ以

上説明を遅らせることはできないと考え説明会を開催

令和 4年 9月 ～


